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　背　景：₂₀₀₈年に婦人科手術での使用が初め
て報告されて以来，バーブ付き縫合糸は，低侵襲
手術を行う外科医にとって，特に広範囲の縫合を
必要とする症例において重要なツールとなってい
る．バーブ付き縫合糸は子宮筋腫核出術の際に，
縫合修復に要する時間，手術時間，および術中の
出血量を大幅に減少させることが一貫して示され
ている．しかし，バーブ付き縫合糸を用いた腹腔
鏡下筋腫核出術後の妊娠成績を検討した発表デー
タはほとんどない．
　方　法：₂₀₀₈年 ₄月から ₂₀₁₆年 ₁₂月の間に，
Brigham and Womenʼs Hospitalおよび Brigham 
and Womenʼs Faulkner Hospitalで，バーブ付き
縫合糸を用いた腹腔鏡下筋腫核出術を行った女性
を対象とした．主要評価項目は妊娠経過とし，年
齢，肥満度，妊娠歴，人種，保険の種類，子宮筋
腫核出術の適応，手術データ，周術期の転帰に関
するデータをレトロスペクティブに収集した．さ
らに，₂₀₁₁年の秋と ₂₀₁₈年の冬の ₂回に分けて
調査した．
　結　果：合計 ₄₈₆名の女性が，研究期間中に
バーブ付き縫合糸を用いた腹腔鏡下筋腫核出術を
受け，調査票は ₄₂₈人の女性に送られた．そのう
ち，₂₄₀人が参加に同意し（₅₆％），₃₃人が参加
を辞退し（₈％），₁₅₅人が回答しなかった
（₃₆％）．対照群のデータは，人種，保険の種類，
および除去した筋腫の数を除いて，調査に回答し
た女性と回答しなかった女性の間で同等であっ
た．筋腫核出術後に妊娠した女性と妊娠しなかっ
た女性を比較すると，肥満度，分娩回数，妊娠
率，人種，保険の種類，手術の適応，手術時の出
血量，合併症の発生率，子宮腔への進入，手術時

間，摘出した筋腫の重量，筋腫の位置，閉鎖層，
子宮内膜症の有無などについて，有意な差はな
かった．報告された ₁₁₀件の術後妊娠のうち，₆₀
件の生児が誕生した（₅₅％）．出生時の平均妊娠
期間は ₃₇.₈週で，異常胎盤は ₃例で，すべて前
置胎盤であった．胎児発育不全が ₂例，妊娠高血
圧症候群が ₃例であった．経腟分娩は ₆例で，残
りは帝王切開による分娩であった．産後出血（帝
王切開時の出血量が ₁,₀₀₀ cc以上と定義）が ₂
件，術後肺塞栓症が ₁件であった．子宮破裂の報
告はなかった．合計 ₃₄例（₃₀％）の妊娠が自然
流産だった．
　結　語：われわれの研究結果は，バーブ付き縫
合糸を用いた腹腔鏡下筋腫核出術は，手術時間，お
よび術中出血量を大幅に減少させるだけでなく，
将来の妊娠に対しても安全であることを示した．
【コメント】考察で述べているが，吸収時間は
₁₂₀日から ₁₈₀日とされている．術後の最初の妊
娠までの平均期間は ₁₈.₀か月であったが，個々
の筋層の修復具合にもよるため，避妊期間は ₃か
月もあれば問題ないであろう．今回の研究では，
出生率が過去の報告よりも低いのは，妊娠継続中
の女性や中絶した女性が含まれていたためだと考
えられる．また，妊娠合併症はほとんどなく，子
宮破裂の症例もなかった．手術時間の短縮や出血
量の減少については多数の報告があり，今後腹腔
鏡下筋腫核出術において，バーブ付き縫合糸の使
用はますます増えると考えられる．また，本論文
では触れられていないが，コストの面についても
考慮する必要がある．
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